
  

 

世界を一変させた新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、５類に

移行して一年経過しました。 

佐賀県感染症情報センターによる患者報告数は減少していますが、

海外で新型コロナウイルスの変異ウイルス「FLiRT(ﾌﾗｰﾄ)」が確認されて

おり、国内ではこの夏流行するのではないかと懸念されている情報もあり、油断できません。 

自分自身の免疫力の維持（睡眠、栄養バランスの良い食事、水分補給、適度な運動、ストレスを減らして

笑顔のある暮らし等々）で、感染対策の心構えを引き続き持つことが大切です。 

 

「手洗い」は特に意識してください !  

これから暑さで体力が落ちると感染症の危険が増します。          

「丁寧な手洗い」は食中毒、感染症等の病気予防の基本です。 

手は食中毒や感染症をおこす病原微生物の「運び屋」となりうるのです。 

１年生手洗い指導 ５月２日（月） １校時実施 

「洗い残しのない効果的な手洗いを知ろう！」 

自分の洗い残しがどこなのか見えるローションと手洗いト

レーニング：手洗いチェッカー(手洗い検証装置：佐賀中部

保健福祉事務所から借用)を使って、自分の洗い残したと

ころを自分の目で観察しました。その結果、ふだん何気なく

洗っている手洗いは、洗い残しがあることに気づく事ができ

ました。 

2～４年生も思い出して、この時期は特に自分の手洗い

を見直し、丁寧な手洗いを心がけてください。 

＜感想一部紹介＞ 

・いつもの手の洗い方ではあまり手をきれいにできていませんでした。これ

からは正しい手の洗い方を覚えて、手をきれいにして、病気にかからない

ようにしたいです。 

・洗い残しをなくすためにしっかりした洗い方をしないと菌が残ったままに

なるので、しっかりした洗い方をした方がよい。 

・きれいに洗ったと思っていても、本当は全く洗えていないことがわかりま

した。 

基本は石けんでの効果的な手洗い（１５秒以上）を行い、洗い残しが多い所を意識して、丁寧な手洗いを 

行ってください。感染症等の流行時、近くに手洗い場が無いときは消毒液を適宜、利用するようにしてください。 
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最も洗い残しが多い所はココ！ 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 


